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物  質  名 ジアゾメタン ＤＢ－17 
別  名 － 構 造 式 

 CAS番号 334-88-3 
PRTR番号 － 
化審法番号 － 
分子式 CH2N2 分子量 42.04 
沸点 －23℃ 1) 融点 －145℃ 1) 
蒸気圧 3.94×103 mmHg (25℃、推定値) 2) 換算係数 1 ppm = 1.72 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 2.00（推定値）3) 水溶性 2.55×103 mg/L（25℃、推定値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ネコ 吸入 LC50 175 ppm (301 mg/ m3) (10 min) 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・雄ラットに 0、0.1～3.3 mg/mLを含むエーテル溶液 1 mLから 2～3 mLの蒸気を 2～3分間/回
で 6ヵ月間（2回/週）もしくは、1.5分間/回で 4.5ヵ月間（2回/週）吸入させた結果、ばく露
群のうち、10ヵ月以上生存したラットで肺腫瘍の発生がみられたとの報告 6) があるが、非発

がん影響についての記載はない。 
・雄マウスに 0、0.1～3.3 mg/mLを含むエーテル溶液 1 mLの蒸気を 3分間/回（ばく露 10日目
以降は 1～2 分間/回）で 6 ヵ月間（2 回/週）吸入させ、その後経過観察した結果、ばく露群
では 10日目までに 2/12匹が死亡し、生き残ったマウスは 10ヵ月までに死亡した。対照群（2/8
匹）及びばく露群（7/10 匹）で多発性肺腺腫が発生したと報告されているが 6)、非発がん影

響についての記載はない。また、雄マウスに上記と同様のばく露を 1.5分間/回で 5ヵ月間行
った試験では、2/8匹が 10日目までに死亡、残り 6匹は 8ヵ月までに死亡し、対照群及びば
く露群で腫瘍の発生はみられなかったと報告されているが 6)、非発がん影響についての記載

はない 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

情報は得られなかった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、皮膚、気道に対して強い腐食性を示す。眼に入ると発赤、痛み、皮膚に付くと発赤、痛

み、灼熱感、重度の凍傷、吸入すると咽頭痛、頭痛、息苦しさ、息切れ、嘔吐、倦怠感を生

じる。蒸気を吸入すると、肺水腫、喘息様反応を起こすことがある。液体は凍傷を起こすこ

とがある。反復または長期の吸入により、喘息を引き起こすことがある 7) 。 
・実験室で本物質のエーテル溶液を扱っていた男性（27才）で、作業中に息苦しさ、呼吸困難、
激しい乾性咳が起こり、これらの発作を繰り返した。6 日後にチアノーゼ、起座呼吸、微弱
な脈拍のみられる重篤な状態で入院し、呼吸音に肺水腫を示唆する音楽様雑音、水泡音が聴

診されたが、容態は徐々に回復し、ばく露後 2週間までに呼吸困難や咳の発作は消失した 8) 。

また、本物質及び刺激性のあることが知られている五塩化リン、塩化水素、塩化アセチルに

ばく露した男性化学者（28才）では、作業中に咳が出始め、ばく露後 2日目に肺で水泡音が
聴診され、その後、呼吸困難や咳で苦しい症状となり、ばく露後 3 日目には速い喘ぎ呼吸、
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肺炎の症状、チアノーゼを発症し死亡した。臨床経過は気管支喘息や劇症型肺炎に似ており、

剖検で肺に広範囲の急性うっ血、細気管支で強い炎症反応を認めた 9) 。 
・研究所でこぼれた本物質を拭いた男性医師（40才）では、直後に脱力感、重度の頭痛、中等
度の胸部の痛みがあり、心電図で T波逆転、心室性早期収縮がみられたが、胸部 X線撮影で
異常はなく、約 48時間で回復した。その後、微量の本物質にばく露したところ、咳、ぜん鳴、
倦怠感を生じた 10) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：3 1) 

実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARCの評価では 3（ヒトに
対する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 11) TLV-TWA 0.2 ppm (0.34 mg/m3)  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露及び吸入ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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